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　第35期の総務・財務委員
長を仰せつかりました、戸
塚支部理事の山口隆で御座
います。
　日頃は、横浜市管工事協
同組合の事業に御協力、御

理解頂きまして誠にありがとうございます。
　私は、前期第34期より理事として 2年間、総
務・財務委員会の委員として組合事業に携わっ
て参りました。平成29年 9 月15日、16日にパシ
フィコ横浜にて開催されました「組合創立80周
年記念事業、次世代に未来を臨む設備博」が大
盛況におわり、そして横浜市管工事協同組合の
次世代90周年・100周年に向けて、石田新理事
長より新体制『推進』 3つの柱（次世代につな
ぐ）をキーワードに、組合員相互扶助、組合・

業界における地位向上、魅力ある情報提供「見
える化」を取り組む為に、また持続的成長をか
なえる為に「各委員長のポストに若年層の理事
を指名する」と言うお話を頂きまして指名され
ました。
　総務・財務の委員長を拝命するにあたり、総
務委員会は組合全体に係わる部署であり、また
財務委員会は経理・会計の確認や、未来を見据
えた財務と多岐にわたる委員会であり、委員長
の責任の重さに身の引き締まる思いでございま
す。
　まだまだ若輩者ではございますが、横浜市管
工事協同組合の次世代につなげていきますので、
皆様には、今後も総務・財務運営、組合運営に
御指導と御協力を頂けますよう宜しく御願い申
し上げます。

第35期委員長の就任挨拶

総務・財務委員長 山　口　　　隆

今月の言葉
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　この度、石田理事長より
事業委員長の、大役を仰せ
つかり責任の重さに身が引
き締まる思いでございます。
緑支部より理事として 4期
目に入り、まだまだ若輩者

の私ですが、出来る限り石田理事長を支え、こ
れからの組合運営に当たり尽力して参る所存で
御座います。組合の発展には、皆さん組合員の
ご協力が欠かせません。より一層のご協力よろ
しくお願いいたします。さて今年度は水道局様

から頂いた、委託点検業務の件数も増加し又環
境創造局様からも災害時の仮設トイレ点検業務
を受注いたしました。色々な問題もあると思い
ますが、災害時には敏速な行動が出来るように、
組合員様にはご協力の程、よろしくお願いいた
します。これからの組合事業発展の為には、何
をしたら良いのか、まずは事業安定受注、並び
に組合員の増強に力を注いで行き、より強大な
組合を目指して行きたいと思いますので、組合
へのご協力を重ねてお願い申し上げます。

新任のご挨拶

事業委員長 髙　橋　眞　二

今月の言葉
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　今年度より組織の変更に
伴い共同受注検査委員会の
委員長を仰せつかりました。
㈱ライフコア横浜の木村で
ございます。
　日頃より皆様には、共同

受注工事でのご協力ありがとうございます。
　また、今年は、例年より暑い夏を迎えたと思
いますが、無事故での夏休み中の作業ご苦労様
でした。
　年々夏季の気温は、上昇傾向であり、ますま
す屋内外の作業が過酷さをましています。
　共同受注検査委員会では、工事を受注された

皆様が安全に作業を行い無事故で工事を完成さ
せるための安全講習会の開催、現場安全パト
ロールなど行います。
　現場での事故は、工事発注された方や受注さ
れた方そして第三者、又は作業員の方々がすべ
て迷惑し信用も失います。
　そんな事故を未然に防ぐためにどうしたらい
いのかを考え、仕事が先か安全が先かを考え安
全第一の中で仕事ができるように皆様と協調性
を持って努力していたいと考えております。
　今後とも組合運営にご協力の程、よろしくお
願いいたします。

新任のご挨拶

共同受注検査委員長 木　村　正　司

今月の言葉
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　今年の 3月まで（公）日
本水道協会に在職しており、
ご縁がありまして 5月の通
常総会で、歴史ある当組合
の専務理事を拝命いたしま
した。大変光栄であるとと

もに職務の重大なことに一層真剣に取り組む決
意でございます。今日まで諸先輩が築き上げて
こられました実績や組合員からの信頼を踏まえ、
組合のさらなる発展のため微力ではございます
が力を尽くしてまいりたいと考えております。
　我々、水道事業に係るものは市民生活に欠か
せない「いのちの水」を確保する責務がありま
す。東日本大震災をはじめ、熊本地震など近年
多発している自然災害では多くの尊い命が奪わ
れました。そして、復旧・復興活動を通じ、「安
全で安心な暮らし」を支える設備業、管工事業
界の役割や社会的貢献に対する理解が一層深
まっていると思います。
　当組合と行政との間での災害協定に基づいた
防災訓練は、組合組織18支部300余社の強みを
生かし地域と連携し、災害時の迅速な対応を図
るとともに社会インフラに関する業界団体とし
て、広く市民に組合の存在をアピールする重要
な広報の機会でもあります。
　また、訓練の回数を重ねるほど、地域から災
害時における頼もしい組合であると認知をして
いただいていると考えますので、引き続き組合

員皆様のご協力をお願いいたします。加えて、
訓練に限らず様々な機会をとらえ組合の地位向
上に向けた広報活動を展開できればと思います。
　来年はラグビーワールドカップが日本で開催
され、 9月に横浜国際競技場において決勝が行
われます。もっぱらテレビでの観戦になると思
いますが、好きなラグビーの用語に「One for 
all, All for one」というのがあります。有名な
ので知っている方も多いかもしれません、意味
は「一人はみんなのために、みんなは一人のた
めに」または「一人はみんなのために、みんな
は一つの目的のために」とのこと。それぞれの
役割をきちんと果たしながら、チームが一つの
目的に向かって機能し、お互いリスペクトし合
い、フォローしていく、ということのようです。
　この有名なラグビーの用語と組合定款の（目
的）第 1条「組合員の相互扶助の精神に基づき
…」はどこかでつながっている様に思います。

　結びに、石田新理事長の掲げた
　新体制「推進」 3 つの柱（次世代につなぐ）
　 1 ．組合員相互扶助の推進
　 2 ．組合、業界における地位向上の推進
　 3 ．魅力ある情報提供「見える化」の推進
　の旗印を踏まえ、組合員皆様との固いつなが
りのもと事業を推進するため、力を注いで参り
ますのでよろしくお願いいたします。

新専務理事の挨拶
　

田野口　博臣
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平成30年度・安全大会開催

　平成30年 7 月19日（木）午前10時、当組合 3
階にて（公財）横浜市建築保全公社様の御協力
を得て平成30年度安全大会を開催しました。本
大会は「安全一般」を主眼として開催され、共
同受注工事申込組合員、理事各位含めて56名の
ご参加を頂きました。開会にあたり、木村共同
受注検査委員長より「本日は御多忙の中、ご出
席頂きまして誠にありがとうございます。本日
は保全公社の門田係長をお迎えし、現場におけ

る安全管理について研修をさせて頂きたいと考
えております。これからまだまだ暑くなる時期、
きちっと安全管理を行うことが大原則となりま
すのでこれから今日の研修を含めて、現場に戻
りまして一から安全管理を考えていきたいと思
います。今日は短時間ですが、有意義なものに
していきたいと思いますので皆さんよろしくお
願い致します。」と挨拶がありました。

　続いて、保全公社・門田担当係長による、「工
事現場における安全管理について」です。安全
管理項目は多岐に渡りますが主な点としては、
①�安全意識向上のため全員参加の朝礼・安全
ミーティングおよびKY活動の実施
②�仮設仮囲い・足場の作業開始前点検
③�感電事故防止のため仮設電源接地および施
設回路保護目的のプラグ型漏電遮断器の使
用
④�材料及び廃材置場の使用用途名掲示
⑤�高所作業車・ラフタークレーン等の点検確
認や誘導員配置とその状況写真撮影
また、
⑥�工事車輌に対する輪止め、工事や危険箇所

の見える化（墜落・落下・つまづき転倒防
止の注意喚起標示設置）
⑦�足場は、根がらみの長辺方向及び短辺方向
への設置不備が多く見受けられるため十分
な注意が必要
⑧�完成図書には、店社による安全パトロール
状況、現場清掃実施状況写真も綴じ込んで
あると尚良い

　「熱中症」は年々増加しており、建設業が多
くを占める。現場での熱中症対策として、
①�温湿度計掲示・ミスト型送風機・クーラー
ボックス・塩分補給タブレット・WBGT
値測定器の常備が望まれる
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②�万が一、熱中症による救急搬送の場合、脳
神経外科を有する病院や大規模病院へ必ず
救急車で搬送する
③�水分補給は、吸収に優れた経口補水液の摂
取が推奨される
④�遮熱対策として首筋を冷やす、布を巻いた
保冷剤で動脈系統を冷却する。 5 S（整理、
整頓、清掃、清潔、躾）は事業主が教育す
ること
との内容でした。
　閉会にあたり、平澤共同受注検査副委員長よ
り「本日は猛暑の中、多数ご出席頂きまして本

当に有難うございました。また、横浜市建築保
全公社様の講習を頂き本当に有難うございまし
た。今、猛暑の真っ最中です。注意が散漫にな
りますので、多少、仕事の進行が遅くなっても、
まずは、安全第一で工事進行に努めて頂けたら
幸いと思います。皆様、本日はどうもありがと
うございました。」と閉会の挨拶があり、午前
10時55分、終了しました。結びに本大会に際し
て、保全公社門田様、ご出席頂いた組合員・理
事各位に厚く御礼申し上げます。誠にありがと
うございました。　
� 事務局　川村
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平成30年度 安全パトロール報告

1 ．安全パトロール実施要点
　今年度のパトロールは昨年度と同様に「安全
一般」と「熱中症対策」の 2点を重要チェック
ポイントとして、平成30年 8 月 8 日㈬、午前中
に（公財）横浜市建築保全公社 技術管理課 5名、
共同受注検査委員 3名、事務局 3名の併せて計

11名のパトロール員により実施しました。
　当初は 2か所の現場を予定していましたが、
台風13号の接近に伴い安全確保のために屋内現
場がメインとなる藤の木中学校のみを実施しま
した。

2 ．安全パトロールの概要

3．パトロール結果
　パトロール当日は台風が接近しており強風が
吹いていたため、一時的に工事範囲仮囲いを屋
内に収容したものの、車輛の逸走防止措置、作
業員の着装、作業現場や通路の整理整頓など、
1つ目の重要チェックポイントである「安全一
般」を満たす良好な現場状況となっていました。
また、悪天候の状況下ならではのポイントであ
る、資材・廃材の飛散防止措置、工事看板の補
強措置など柔軟に対応していただき、危険予測
の意識の高さを感じることができました。但し、
現場の指摘事項として、立上がり全ねじ部の保
護、既存電線端末の処理、産廃コンテナ置場の
標示が指摘にあり、工事書類関係では、工事看
板掲示書類の一部差替え、施工体制台帳の軽微
な不備、電動工具持込点検記録表を作成の指示

がありました。
　次に 2つ目の重要チェックポイントである「熱
中症対策」として、環境計測器をはじめ、経口
補水液・塩飴（塩熱サプリ）・瞬間冷却材・三
脚スタンド扇などが準備・設置されており、例
年にも増して過酷な猛暑の熱中症対策として充
分に行き届いた対策が施されていました。毎年、
最高気温が更新される異常気象ですが、事前に
万全の対策を施すことで熱中症のリスクを減ら
すことが最も大切だと考えます。
　最後になりますが、悪天候の中、安全パトロー
ルの実施に多大なご協力を頂きました施工担当
組合員様、理事各位、誠にありがとうございま
した。
� 事務局　宮原

実施日 工事名称／現場所在地 施工担当組合員 担当役職員

8月 8日㈬

藤の木中学校理科教室
埋設配管改修工事

（株）小野澤工業

木村共同受注検査委員長
平澤共同受注検査副委員長
月山共同受注検査委員

共同受注工事担当職員
綿貫係長　川村職員　宮原職員

（公財）横浜市建築保全公社
萩原氏、門田氏、村松氏
小池氏、清水氏

南区大岡四丁目44番 1 号
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【藤の木中学校】

安全パトロール打合せ 現場確認

施工体制台帳確認 熱中症対策品整備

飛散防止措置 工事看板設置状況
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No.12

　日頃から横浜市水道事業にご理解、ご協力い
ただきありがとうございます。
　今回は、平成30年 9 月 2 日（日）に保土ケ谷
区の保土ケ谷公園で、平成30年度横浜市総合防
災訓練（第39回九都県市合同防災訓練横浜市会
場）が開催されましたので、その報告をいたし
ます。
　この訓練は、関係機関の連携強化、地域防災
力の向上及び災害時における災害対策本部の機
能強化を目的としています。
　訓練では、水道局も横浜市管工事協同組合様
のご協力をいただき、東京電力様、東京ガス様
とともにライフライン復旧訓練を行いました。
　訓練内容は、水道管復旧のデモンストレーショ
ンとして地震により配水管の一部が破裂した想
定のもと、管工事協同組合青年部の皆さまに写
真①のとおり、断水することなく通水状況下で
ヤノジョイントを使用して漏水破裂箇所を修理
する作業を行っていただきました。
　参加された市民の皆さまには、漏水により水
が噴き上がる状況を間近でみていただくことが
でき、水圧の凄さを実感していただけたと思い
ます。また、アッという間にその漏水箇所の修
理が完了すると、大きな拍手が沸き起りました。
　市民の皆さまが今回の訓練に参加したことで、
水道管などのライフラインの重要性や各種復旧
作業の難しさをあらためて認識していただけた
と感じています。
　また、訓練会場に設置した水道局の展示ブー
ス（写真②）では、各ご家庭での水備蓄の必要
性や応急給水を受ける際の容器の準備などにつ
いても広報させていただきました。
　平成30年度からは、管工事協同組合の皆さま

に市内すべての災害時給水所（災害用地下給水
タンク、緊急給水栓）、災害拠点病院、合計552
箇所の応急給水施設及び応急給水装置等の保守
点検をお願いするとともに、「災害時における
水道施設等の応急措置に関する協定」に基づく
防災訓練への参加協力もお願いしています。
　いざ災害が発生した場合には、管工事協同組
合様のご協力が必要不可欠であると考えており
ますので、引き続き水道に関する災害対応力強
化に向けた取り組みにご理解ご協力をお願いい
たします。

水道局からのホットニュース
「平成30年度 横浜市総合防災訓練について」

写真①　水道復旧デモンストレーション

写真②　水道局展示ブース
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青年部活動報告⑴

全国管工事業協同組合連合会青年部協議会

　今年度より全国管工事業協同組合連合会青年
部（以下、全管連青年部）に加入し、その活動
としては初となる通常総会が 8月25日㈯に福島
県で開催され、鈴木会長・石山副会長そして私
の 3名で出席して参りました。全管連青年部の
秋山会長より開会の辞が述べられた後、各事業
報告や事業計画案など次第に沿って進められ、
その中で鈴木会長が理事に選任され、新規参入
団体を代表して挨拶も行い、滞りなく閉会とな
りました。続いて行われた懇親会では、福島県
知事・福島市長など様々な方からの祝辞をいた
だき、ふくしま太鼓の生演奏やフラガールのダ
ンスショーなども披露され、太鼓の力強さとフ
ラダンスの穏やかさがとても印象的でした。ま
た、参加人数も400人以上というなかなか経験
のできない盛大で有意義な宴でした。私もその
席で他支部の青年部員と意見交換をさせていた
だきましたが、皆さんの大半が担い手（若手）
育成問題に直面し、日々四苦八苦しているとい
う話でした。雇い側・雇われ側を問わず、著し
く高齢化が進んでいるのは紛れもない事実であ
り、管工事業に興味を抱く若者も非常に少ない
と思います。いち企業として出来ることと、組
合にしか出来ないことを真剣に考えて行動に移

していきたいというキッカケとなりました。そ
の他、老朽管の耐震化問題や被災地の復興問題、
水源の保全問題など全国の組合員が抱えている
問題を共有して何か小さなひとつでも解決でき
るように横浜から積極的に発信していきたいと
感じており、まずは青年部内に現状を周知し、
出来ることをまとめていきたいと思います。
　この度は、貴重な経験をさせていただきあり
がとうございました。
� 青年部　副会長　田中
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青年部活動報告⑵

『横浜市水道局中村事務所研修会』開催報告

　平成30年 7 月20日に管工事協同組合青年部員
17名が参加して、横浜市水道局中村水道事務所
内の管路研修施設に於いて、研修会を開催しま
した。この施設は、昨年整備されたばかりの新
しい施設です。実際に我々が現場で行う漏水修
理や漏水調査の実地体験はもとより、他にも水
撃圧の体験や給水車を使用しての水圧、水質確
認等さまざまな体験をさせて頂きました。中で
も個人的に印象に残ったものを 2つ程紹介させ
て頂きます。
　 1つ目は漏水調査実習施設です。こちらは実
際に地中に埋設してある給水配管の漏水個所を
特定するものです。音調棒や漏水探知機を用い

て漏水個所を捜しましたが、コンクリート舗装
やアスファルト舗装といった舗装の違いひとつ
でも、音の聞こえ方が違うことも初めて気付き
ました。また、参加した青年部員も各々漏水箇
所の特定に奔走していましたが、流石プロの水
道屋さんです。私が見た限りでは大きく外す人
は、いませんでした。
　 2つ目は感性向上体験施設にある水撃圧体感
装置です。実際に管内にかかっている水圧を正
面から受けて車輪のついた壁を押し返すといっ
た装置です。これが、なかなかの重さが掛かり
押し返すのもひと苦労です。改めて、生きた水
道管の圧力の凄さを実感しました。
　今回の研修を通じて、参加者全員が実際に実
務を体験できるこのような施設があることは素
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晴らしい事だと感じました。また当日は、酷暑
のなかでご指導、お付き合い頂きました横浜市
水道局中村水道事務所の皆様には、大変お世話
になりました。ありがとうございました。
� 青年部　永野
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  研修会・ボランティア活動を⾏い、各地域での交流を図っている 

 同業者同士のつながりが広がり、仕事⾯で協⼒し合える 

 同世代で親睦を深め、経験知識の交流が図れる 

 気の合う仲間ができ、プライベートでも交流をもてる 

⻘年部ってこんなところ︕ 

横浜市管⼯事協同組合⻘年部 メンバー 

TEL︓045-681-6631 
事務局︓井口 秀一 

http://www.yokohama-kankoji.or.jp 
ご連絡先 

水道局合同訓練 ⼯場⾒学 ⼯場⾒学

懇親会 

総会 

設備博 

ボランティア活動 

事務局 ︓井口 秀一 

TEL ︓045-681-6631 
http://www.yokohama-kankoji.or.jp 
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災害時下水直結式仮設トイレの訓練

　平成30年 8 月31日、横浜市環境創造局が所管
する災害時下水直結式仮設トイレの組み立て訓
練が行われました。今回は中区新山下にある横
浜市立みなと赤十字病院にて開催され、最高気
温35度の猛暑日、まさに茹だる様な暑さの中、
55名の組合員にお集まり頂きました。開会にあ
たり環境創造局から下水道管路部遠藤部長、管
路保全課新田課長、高橋係長がご臨席され、部
長より開会の挨拶を頂きました。組合からは小
堀事業副委員長に挨拶をして頂きました。
　概要及び運用方法の説明を受け、敷地内にあ
る災害用マンホールを開き、そこに下水直結式

仮設トイレ（通称：災害用ハマッコトイレ）を
組み立て直結する訓練を行いました。また昨年
より受託している委託点検業務の作業内容につ
いても説明があり、送水ポンプやホースそして
発電機の用法と点検時の注意点などの解説があ
りました。
　今後年間約50箇所ずつ整備し、市内に約500
箇所配備する予定となっており、当組合として
も、委託点検業務での経験を活かして協定に基
づく協力体制を確立して参ります。
� 事務局　河原
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鶴見・神奈川・港北支部

3 支部合同暑気払い
　平成30年 8 月 3 日㈮、日ごろから深い絆で結
ばれた鶴見、神奈川、港北の 3支部長の連携に
より、合同暑気払いが開催されました。
　場所は鶴見区生麦にあるキリンビール横浜工
場内のレストラン「ビアポート」。連日猛暑が
続いているものの、ビールを飲むには絶好のコ
ンディションの中、各支部員とその御家族御友
人総勢50名に迫る参加者が出席されました。
　冒頭、暑気払いにふさわしい大変オシャレな
ハワイアンシャツに身を包んだ鶴見　綿貫支部
長から開会宣言があり暑気払いがスタート。
　つづいて、神奈川　月山理事のジョークを交
えた軽妙なご挨拶で会場は大いに盛り上がりま
す。
　ビールが出揃ったところで、神奈川　辻岡支
部長のさわやかな乾杯のご発声に一同唱和して

宴が始まりました。
　ピッチャーにたっぷりと注がれたビールは良
く冷えて大変美味！
　各テーブルのビールはあっという間に空っぽ
です。会場にはビールサーバーも用意されてい
て、ある人は生ビールを注ぎ、ある人は黒ビー
ルと合わせてハーフ＆ハーフを楽しみ、またあ
る人は泡が出すぎて大慌て！
　料理コーナーでは子供達がそれぞれのお皿に
ハム、から揚げ、ピザなど楽しそうに盛り付け
ていました。
　各支部の方々はお互い気心知れた間柄のよう
で、どのテーブルも皆さん大いに語り、大いに
笑いそして大いに杯を酌み交わし、楽しい時間
を過ごしました。
　宴も終わりに近づいたところで鶴見　綿貫支
部長からサプライズ発表がありました。
　 3支部長での緊急協議の結果、今年の忘年会
も 3支部合同で開催し、年末旅行を企画すると
いうことです。少し気が早いとも思いますが、
団体旅行となれば十分な期間が必要ですね。年
末に向けて楽しみが増えました。

支部だより
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　宴の締めは鶴見　永井理事がご登壇、威勢よ
く一本締めで締めていただきました。
　最後に参加者全員で記念撮影を行い、各自名
残惜しい気持ちと共に会場をあとにしました。

　鶴見、神奈川、港北支部の皆様大変ありがと
うございました。
� 鶴見支部　編集委員　和田
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西支部

平成30年度　西支部総会
　平成30年 6 月16日～ 6月17日に西支部総会が、
熱海旅館立花で開催されました。当日早朝には
恒例の魚釣りも企画されましたが、海が時化て
肌寒く忍耐の魚釣りだったようです。
　総会は、支部員15社中11社が出席して16時に
開会しました。初めに小関支部長より一年間の
支部活動協力の御礼と、今年度も皆様と共に楽
しい支部運営を行いたいとの挨拶につづき、第
1号議案から第 5号議案まで審議が行われまし

た。議案はすべて承認され総会は17時に閉会し
ました。
　休憩後、18時より親睦会が行われ、本社移転
により中支部から西支部に入会されたエルゴ
テック（株）清水様よりご挨拶頂き、お酒と新
鮮な海の幸を堪能し、カラオケで盛り上がり親
睦を深め20時に宴会もお開きとなりました。
　部屋に戻ってからも二次会が行われたり露天
風呂に入ったりと一泊ならではののんびりとし
た一時を過ごしました。翌朝、朝食後に現地解
散となり熱海で一泊しての総会を無事終了いた
しました。

暑気払い
　平成30年 7 月20日午後 6時より暑気払いが西
区戸部本町の森屋で開催されました。
　この店は、新鮮な魚貝が頂ける支部員行きつ

けの居酒屋です。本日の会は、 9月をもって退
会する（株）三真設備増渕社長の慰労会を兼ね
ており、私は、一緒に奮闘した西区民まつりな
ど回想しながら、和やかな宴会となりました。
� 西支部編集委員
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南支部

平成30年度　南支部総会
　平成30年 6 月15日午後 6時から第57回南支部
通常総会が日枝町「横浜たぐち屋」さんにて開
催されました。
　前支部長の株式会社神和　望月社長が、今期
での勇退を前回役員改選時に宣言されていたた

めに役員改選議案で、満場一致の賛成で株式会
社神奈川産業　伊藤社長が新支部長に就任され
ました。
　望月前支部長は、副支部長を 1期務められた
後、第25期の平成22年 6 月から支部長に就任さ
れました。以来、 4期 8年、支部員からの強い
要望があり、ご多忙にもかかわらず支部長の職
をお引き受けいただきました。

「前支部長慰労会」開催！
　「長い間おつかれさまでした！」という声を
うけて、新支部長の音頭で平成30年 7 月15日に
共進町の「大田屋」さんで「前支部長慰労会」
を開催しました。
　前支部長に在職中を振り返っていただくと、
平成23年10月に開催した南支部創立50周年記念
式典を開催したこと、支部員の負担を少なくす
るために支部賦課金の値上げをしなかったこと、
支部の総務・会計業務も兼務したことが特に印
象に残っているとのことでした。
　おいしい料理とお酒を堪能しつつ、話も盛り
上がり、和気あいあいと楽しい時間を過ごしま
した。

　新支部長におかれましては、お忙しい中大変
なこととは思いますが、支部員をまとめていっ
ていただきたいと期待しております。また、こ
のような支部だよりのネタ作りもよろしくお願
いします！
� 南支部　編集委員
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磯子支部

2018年度　夏の家族食事会
　今年は猛暑日が当たり前になってしまいまし
た。
　毎日30度を越す暑い日が続いて、時には35度
を超える日まで。
　「暑い」という言葉を発するのも苦しいほど
の日々でした。
　そんななか、磯子支部では毎年行われている
家族交流会が、今年も開かれました。
　 8月24日、金曜日の18時30から。
　場所は去年と同じ、横浜駅にある横浜ベイ
クォーター 7階にある「ザ・クラシカ・ベイリ
ゾート」さん。
　横浜ベイクォーターから専用エレベーターを
一歩降りると、2017年新たにリニューアルオー
プンを迎えたアメリカ西海岸の街カリフォルニ
アをコンセプトに、シンプルでありながら洗練
された施設が広がっています。

　大きな窓からはベイフロントを望み、遠くま
で広がる夜空、そして大胆に配置された緑が印
象的で開放的なナチュラル空間が私たちを魅了
してくれます。
　今回は新メンバーのサカエテック小野社長が
加わって、久しぶりのにぎやかな食事会となり
ました。
　進行は杉山副支部長。
　石井支部長、小野社長の挨拶がありました。
　去年は岡田前支部長の不幸があったので控え
てましたが、今年は乾杯がありました。
　音頭をとってくれたのは峯岸社長。
　みんなでビールのグラスを掲げて乾杯です。
　メニューリストはなかったので、料理名は載
せられませんが、前菜からインスタ映えしそう
な料理が。
　海鮮の器の中にサラダが。
　スープは生クリームの乗った冷製コーン。
　焼きトマトや蟹も美味しかったー。
　肉料理もやわらかくて、あっという間に平ら
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げてしまいました。
　デザートのチョコレートボールの中にはクリー
ムが。
　そして、香りの素晴らしいコーヒーで最後に
なります。
　お酒も、ビール・ワイン・ソフトドリンクは
もちろん、日本酒や焼酎の種類も充実していま
した。
　この機会に利き酒したかった～。
　会のシメはこの開場を紹介・手配してくださっ

た中元社長。
　スピーチのあと、関東一本締めでくくってく
ださいました。
　外に出ると、まだまだ熱気が残っていました
が、シーバスの発着場あたりの夜景が、満腹で
ウキウキの気分をリラックスさせてくれました。
　夏のイベントも終わり、今度は年末の忘年会。
　今年はどんな企画になるのか、いまから楽し
みなのは私だけ？
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青葉支部

平成30年度第24回青葉支部定期総会
　平成30年 5 月19日（土）に平成30年度第24回
青葉支部定期総会を開催致しました。会場は、
昨年同様新横浜グレイスホテル　シャーロット
にて午後 5時より定期総会を開催しました。
　今年度は、役員改選の年にも当たります。
　加藤幹事長の司会で定期総会の幕が開き、続
きまして大德支部長の挨拶がありました。
　第 1号議案から第 5号議案まで進み、此れら
の議案も賛同を得て成立致しました。
　さて 6号議案は、最も大事な役員改選の件で
す。改選にて役員が変更しましたのは、山﨑理
事が会計に、中嶋監事が理事に、又小山編集委
員が大德編集委員に変更しました。
　以下大德支部長・寺下副支部長・加藤幹事長・
内野会計監査・高橋相談役は、引続き各役員を

御願い致しました。又各役員を退いて他の役員
になられた方々本当にお疲れ様でした。今年度
からも、再度宜しくお願い致します。
　さて青葉支部定期総会が終わりましたら、皆
さんが待ちに待ちました懇親会です。
　懇親会は、加藤幹事長のかろやかな司会で幕
があけ、大德支部長の挨拶が有り、内野会計監
査の乾杯の音頭で懇親会に突入です。流石、青
葉支部の音頭取りの内野さんです。
　写真でも分かります様に青葉支部としては、
欠かせないザ・青葉支部の方です。
　美味しい料理やお酒を堪能している時にも、
各支部員の方々も今年度の事業福利厚生事業や
宣伝活動事業等についても話し合いました。又
今年度も昨年度に続き水道局・環境創造局にお
きまして委託点検業務が始まりますので、これ
等の事についても話し合いました。時間が過ぎ
るのは早いもので 5時から総会が始まり、懇親
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会が 8時に終わり、最後に寺下副支部長の中締
めで平成30年度の青葉支部定期総会が、終了致
しました。

　今年度も昨年同様、青葉支部の活動がますま
す活発になる様、皆様宜しくお願い致します。
� チーム青葉　青葉支部支部長　大德　稔
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青葉支部

第 1 回青葉支部支部会
　平成30年度第 1回青葉支部支部会を 6月15日
㈮に青葉水道事務所別棟 2階会議室をお借りし
まして、青葉水道事務所との連絡会及び支部会
を開催しました。青葉水道事務所との連絡会は、
水道事務所所長の岩田様より今年度も昨年度同
様点検委託業務の御協力を御願いしますとのお
言葉を頂きました。
　今年度から八橋様と変わりました事務係長小
出様より、昨年同様点検委託業務の注意点等の
説明が有りました。又点検委託業務に対して不
明な事柄が有りましたら青葉水道事務所におき
ましても再度講習会を開催して頂ける話も出ま
した。
　青葉水道事務所との連絡会が終わりましたら
支部会です。

　今回の議題は、今年度における福利厚生事業、
宣伝活動事業等に対しての事柄です。
　色々な意見が支部員より出ましたが、役員会
にてさらに決める方向になりました。
　次に水道局委託点検業務と環境創造局委託点
検業務の各会社の分担です。
　災害時に最も近くで直ぐにかけつけられる様
に各会社の分担をする作業です。いつなんどき
災害が襲って来るかも分かりませんので、支部
員皆さんの意見を取り入れ、分担致しました。
勿論各点検業務の時には、青葉支部で昨年度作
りました、ヘルメットとベストを身に着けて作
業致します。14時30分から始まりました支部会
も時間が経つのは早いもので17時に終了致しま
した。
　今年も青葉支部の皆さん、昨年同様支部活動
時には、宜しくお願い致します。
� チーム青葉　青葉支部　支部長　大德　稔
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青葉支部

平成30年度応急給水施設及び 
応急給水装置等の 

点検・補修委託事業研修会

　平成29年度より始まりました応急給水施設点
検委託事業が、今年度より緊急給水栓の点検委
託業務も加わりましたので、平成30年 6 月29日
（金）青葉水道事務所におきまして15時より研
修会を青葉水道事務所の方々の好意により開催
させて頂きました。当日は 8社17名が青葉支部
より参加いたしました。
　給水維持課より元木様、青葉水道事務所より
小出様、皆川様、野末様、堀河様、中山様が講
師として参加して頂きました。最初に小出様よ
り平成30年度応急給水施設及び応急給水施設等
の点検・補修委託業務の内容についての説明が
有りました。
　又昨年度に比べて書類や写真を添付するファ
イルが、変わった事柄や写真と写す時の注意点
等についての説明が有りました。
　実務での説明は、場所を青葉水道事務所の倉
庫に移し応急給水栓の点検業務を堀河様より説
明をして頂きました。青葉水道事務所には、応
急給水栓の装置があります。今年度から新たに

加わった委託業
務なので参加者
は、食い入るよ
うに説明を聞き、
質問も多いにし
ておりました。
手押しポンプの
メンテナンスの
点検業務は、野
末様より分解し
再度取り付ける
作業を説明して頂きました。今年度より、手押
しポンプのパッキンは全て取替えなのでパッキ
ンの大きさによる間違えがない様、細かく説明
をして頂きました。
　最後に小出様より、いつなんどき災害が起こ
るかも知れません。いざという時には、横浜市
水道局と横浜市管工事協同組合の連携が必要な
ので昨年以上の関係を強固し構築して行きたい
とのお言葉を頂きました。
　15時より17時迄、青葉水道事務所の方々にお
いてはお忙しい時間帯に研修時間を設けて頂き
ましてありがとうございました。
� チーム青葉　青葉支部支部長　大德　稔
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青葉支部

青葉支部定期第 2 回役員会
　平成30年 7 月21日（土）青葉支部定期第 2回
役員会を「礒くら市ヶ尾店」にて行いました。
今回の議題は、福利厚生事業と宣伝活動事業等
についての打合せをしました。第 1点は、福利
厚生事業で開催しております「バーベキュー大
会」についてです。毎年大勢の子供さんや各会
社の従業員さんが大勢楽しみとされております
が役員の方々は、何時雨天になるかとの心配が
有ります。
　毎年予約は、 2か月前に行います。勿論開催
当日の天候等は、分かりません。
　神頼みしか有りません。開催の日が近づくに
つれ、はらはらするのが現実です。
　以前の役員会でもこれ等の話が出ては来まし
たが、今回の役員会にて決める事の運びとなり
ました。大人から小さい子供さんに喜んで頂け
る事業で「ボーリング」が有りました。「ボー

リング」に関しましては、青葉支部最大の名手
加藤幹事長がいらっしゃいます。なので福利厚
生事業に関しましは、加藤さんに御願いする運
びとなりました。新しい事業なので、宜しくお
願い致します！
　第 2 点は、宣伝活動事業でも有ります、「青
葉区民まつり2018」の件です。
　此の事業も昨年度から始まり、青葉水道事務
所と共同で出店しておりますので我々の催し等
についての打合せを致しました。
　さて役員会が終わりましたら、懇親会に突入
です。今回は、内野会計監査さんがお休みなの
で、高橋相談役に乾杯の音頭をして頂きました。
今回の役員会での議題が長かったのか、役員の
方々は、お腹が減ったのか？（写真でも分かり
ます様に）メニューを見て注文されておりまし
た。勿論食事をとりながらでも、此れからの青
葉支部としてどの様に運営をして行くか等の話
も多く出ました。
� チーム青葉　青葉支部　支部長　大德　稔
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1 ．理　事　会
　石田理事長以下20名
平成30年 7 月26日㈭　正午～
　①共同受注工事配分の件について
　②支部活動補助金の支出について
　③組合員新規加入の件について
　④賛助会員加入の件について
　⑤�給排水設備修繕紹介に係る登録申請の件
について

　⑥�平成30年度横浜市総合防災訓練の参加協
力について

2 ．委員会等
▼総務・財務委員会
山口委員長、峯岸副委員長、高田委員、横田
委員、永井委員、田野口専務理事、井口事務
局長
平成30年 7 月12日㈭　15：00～
　①組合の福利厚生について
　②支部活動補助金について
　③金銭出納の確認について
　④組合会館長期修繕計画について
　⑤平成30年度事業計画について
平成30年 8 月27日㈪　15：00～
　①組合の福利厚生について
　②�緊急給水栓への防災訓練参加の協力につ
いて

　③金銭出納の確認について
　④組合会館長期修繕計画について

▼事業委員会
髙橋（眞）委員長、小堀副委員長、宮本委員、
中嶋委員、田野口専務理事、井口事務局長
平成30年 7 月30日㈪　15：00～
　①水道局との連絡会
平成30年 8 月22日㈬　15：00～

　①水道局委託点検業務について
　②平成30年度横浜市総合防災訓練について
　③災害時下水直結式仮設トイレ訓練について
平成30年 9 月10日㈪　15：00～
　①水道局委託点検業務について

▼共同受注・資材委員会
髙橋（光）委員長、小松副委員長、金森委員、
田野口専務理事、井口事務局長
平成30年 7 月17日㈫　14：00～
　①共同受注事業配分状況について
　②資材売り上げ状況について

▼共同受注検査委員会
木村委員長、平澤副委員長、月山委員、佐々
木委員、田野口専務理事、井口事務局長
平成30年 7 月19日㈭　14：00～
　①安全大会

3 ．その他の会議、会合等
▼機関誌編集者会議
18支部編集者、丸山副理事長、田野口専務理
事、井口事務局長
平成30年 9 月11日㈫　15：00～
　①第480号「浜管たより」の編集について
　②第481号「浜管たより」の編集について

【西日本豪雨災害（平成30年 7 月豪
雨）義援金について】
　平成30年度台風第 7号及び前線等に伴う大雨
災害により、西日本を中心に甚大な被害が出ま
した。この災害で被災された方々を支援するた
め 7月18日㈬付で横浜市総務局危機管理室と㈱
神奈川新聞社（神奈川新聞厚生文化事業団に義
援金として、それぞれ30万円ずつ、総額60万円
を横浜市管工事協同組合名で寄付しました。

会　議

◇ ◇
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　高校球児たちの熱い戦いがあった甲子園も終
わり、下期突入への会社も多いことかと思いま
す。
　毎年 9月 1日～10日に、日本下水道協会が、
下水汚泥資源利用旬間と制定しております。そ
の期間、下水汚泥資源利用協議会が実施され、
下水汚泥の資源利用について理解を深めてもら
うための活動が行われます。
　下水汚泥の資源利用というと、下水汚泥の緑
農地利用や建設資材利用が行われてきましたが、
さらにリサイクル率を上げるため、活発な技術
開発が行われ、その日本独自のたぐいまれな技

術開発により、下水道分野においても、実はか
なりの世界貢献をしているそうです。1990年度
には、安全な飲料水を継続的に利用できない人
口の割合22％、トイレ等の衛生施設を継続的に
利用できない人口の割合51％だった世界の状況
を、タイをはじめ東南アジアを中心に、我が国
より長期専門家等を派遣し、下水道施設の計画
的な策定・整備・技術指導等を実施し、現在ま
でに前述の％を半減以上へと導くことができた、
と国交省記述がありました。
　半期半期を積み重ね、毎年違う一年を重ねる
会社とは…少し世界に視野を移すと、その視点
の先にまるで万華鏡の世界が広がるような業界
だ、と思いました。
� 緑支部　編集委員　宇都木勉

　組 合 員

　　・天満管工業㈱ 代表者　天満　直樹 旭区上川井町747

　　・㈱リアル建設神奈川 代表者　髙岸　典子 戸塚区矢部町29

　賛助会員

　　・小泉機器工業㈱ 代表者　小泉　勇人 東京都世田谷区松原 1－57－12

組合員及び賛助会員の新規加入状況
（平成30年 7 月～ 9月）
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ネットワーク保守サポート

ＯＡ機器の販売・設定

東横システム株式会社 東京都大田区池上５－７－１２

担当：石橋一郎、菅原岬 電話０３－５７４８－８１４１

■複合機、ビジネスホン、パソコン、サーバー ■ホームページ作成 ・ リニューアル作業
■セキュリティ製品（ＵＴＭ、ウイルス対策） ■オーダーメイドシステム（ソフト）
■ネットワーク構築、ＶＰＮ 、現場設営レンタル ■EPSON ｽﾏｰﾄﾁｬｰｼﾞ、印刷機オルフィス
■オフィス関連商品（オフィス家具、ＬＥＤ） ■各種ソフトウエア（ＣＡＤ、申請、会計・・・）

■パソコンやサーバーのトラブル対応 ■機器の貸し出しサービス

■ネットワーク構成図の作成 ■ネットワーク構成図の作成
■遠距離操作によるリモート対応 ■ＬＡＮ、無線ＬＡＮ構築、配線作業
■サーバーバックアップのエラー通知

№ 480 浜 管 た よ り 平成30年10月 1 日

－ 31 －



浜 管 た よ り № 480平成30年10月 1 日

－ 32 －



№ 480 浜 管 た よ り 平成30年10月 1 日

－ 33 －



取扱保険種目
ガン保険・医療保険・事業保険
火災保険・自動車保険 ほか

◇保険を見直したい！
◇会社の補償は大丈夫？
◇病気のことも心配！

http://www.vision-com.net有限会社ビジョン

取扱代理店

株式会社 ワイコム
横浜中央支店

ＴＥＬ ＴＥＬ
ＦＡＸ ＦＡＸ
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